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塑性加工分野の権威ある論文誌 Journal of Materials Processing Technology に採択されたことは
研究の意義の大きさを示していると評価された．プレゼンテーションの面では，最初に立てた理想に
対してどこまで到達したか，そのために何が必要かというような道筋が分ると良かったという批評を
受けた．成形高さの算出の部分がやや物足りない点もあるので，軌道の自動生成に向けて今後の展開
を期待したいというコメントがあった．また理論的解析的なモデルから成形結果を予想する方法はな
いか，様々なパラメータ設定があるが，色々な加工の条件から，ある程度最初に設定するパラメータ
の見通しがつけられないかなどの質問があった．これらに関しては，スピニング加工については成形
結果を正確に予測する数理モデルが必ずしも確立していないこと，有限要素法などによるシミュレー
ションも試みられているが，計算が膨大で長時間かかるため現状では実物による加工実験の方がむし
ろ効率的なこと，そのためある程度はボトムアップ的に問題点を地道につぶしていくアプローチを取
らざるを得ないことなどが説明され，妥当であると判断された． 
【最終試験の結果】 
平成２７年２月４日，システム情報工学研究科において，学位論文審査委員の全員出席のもと，著
者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，学位論文審査委員全員
によって，合格と判定された． 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める． 
 
 
